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概要

マイクロマシンやバイオテクノロジーなどにおいて、微小物体を非接触で操作する技

術が求められている。超音波の定在波音場中では、波長に比べて十分に小さな物体を音

圧の節に捕捉し、浮揚させることができる。 
右図は、小型超音波スピーカ36個を配置

した音源を3個用いて、3方向からの超音波

を干渉させて、空気中に2次元的に広がる

定在波音場を形成する装置である。音圧の

節に非接触で微小物体を捕捉し、超音波の

位相を制御することで、物体の非接触マニ

ピュレーションを実現している。

 本技術は、微小物体の三次元マニピュレ

ーション、水中を浮遊する固体物質の凝

集・操作技術、気体中のエアロゾルの捕

捉・除去などへの応用が考えられる。 

セールスポイント

１．流体媒質中の微小物体を非接触で捕捉し、3次元操作が可能。

２．マイクロマニピュレータ、固液分離、気体中の微粒子除去などに応用。 

企業等での活用例、今後の展望等 

１．気体中の液滴を、非接触で混合・攪拌が可能 

２．空気中の煙粒子、花粉、エアロゾルなどの捕捉・除去などが、非接触で可能。 

３．液体中に懸濁した貴重な物資の回収や、工場廃液等の固液分離が見込まれる。 
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